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この計画を推進する背景としては、一般生活においても既にファクシミリやパソコン通信をはじ

めとする様々な通信サービスの利用が劇的に進み、情報通信システムを利用する人が急速に増加

してきたことや、将来においてもこれまでのような産業競争力を維持し発展させていくには情報

通信ネットワークの充実が特に重要となってきたことである。

こうした現状に対応できるように、情報通信ネットワーク技術に関する教育を幅広く行ってい

くことが大学をはじめとする教育・研究機関においてもますます重要となってきている。このた

め、著しく高度化してきた情報通信ネットワークに関する技術を、基礎から応用に至るまで幅広

く効率よく学習していける教育システムの設計や導入を積極的に行っていくことが、本校をはじ

め多くの能力開発施設においても必要と考えられる。本報告では、通信ネットワーク教育システ

ムを設計する方法とその方法をもとにしたシステムの導入例について述べる。

| はじめに

通信ネットワークシステムは、その当初の目的から、

離れた場所にいる人に情報をできるだけ敏速かつ正確

に伝えたいという利用者の欲求を満足すべく構築され

てきた。このシステムを構築するために必要となる技

術は、ハードを中心とした通信技術の進歩とソフトを

中心とした通信サービスの進歩という形で展開してき

た。

通信技術は、電気通信システムの構築技術や要素技

術の進展にもみられるように、関連する周辺分野の技

術と同調しながら、時代をおって高度化し多様化して

いく通信サービス面からの要求に応える形で発展して

きた。L

一方、通信サービスは、通信技術の進歩による成果

を利用し、信頼性や高速性を増大させながら、より広

範囲の人にさらに新しいサービスを提供することで、

利用者の要求に応える形で発展してきた。

最近ではこうした傾向をさらに強め、アメリカの情

報スーパーハイウェイ計画に象徴されるように、政府

が通信ネットワークを社会基盤の一つとして政策的に

整備していくような動きも活発になされている。これ

は21世紀の情報通信サービスに対する利用者からの高

度な要求に充分応えられるような通信ネットワーク

を、社会として整備していく取り組みが重要になって

きていることを示すよい例だと考えられる。)●

=こ
う

した計画を積極的に推進する背景には、短期的な経済

的波及効果を期待するだけではなく、今や情報通信

ネットワークの広域化と高度化が経済の活性化や多方

面での技術競争力の強化に不可欠という認識がある。

こうした傾向が強まるにつれ、能力開発の分野でも

情報通信ネットワークに関する技術者や利用者の養成

を積極的に行っていくことが重要となってきた。これ

に対応するためには、著しく高度化してきた情報通信

ネットワークに関する技術を、基礎から応用まで幅広

く効率よく学習していける教育システムの設計や導入

を積極的に行っていくことが必要と考えられる。

このような社会状況に対応できるように、雇用促進
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事業団が設置し運営している職業能力開発施設におい     ち、標準としてすでに実用化されているもの、ま
ては、これまでにも光ファイパー通信システム実習ユ     た、今後標準化され実用化されるであろう技術を
ニットや通信ネットワーク教育システムの導入がなさ     できるだけ多く取 り入れたものとした。中でも、
れてきた。福山職業能力開発短期大学校においても、     データ通信技術、データ交換技術、ネットワーク
5年前から光ファイパー通信システム実習ユニットが     保守技術に主眼を置き、各種プロトコルの実習や
導入されていたが、今や情報通信ネットワークに不可     回線保守の実習が容易に行えるものとした。この
欠の ISDNやデータ通信技術に関する部分が うまく     ため、システムの維持や管理も容易に利用できる
扱えないなどの問題も多く、高度化と多様化を繰り返     計測器や管理ソフトウェアを採用した。
すネットワーク関連技術の教育には充分に対応できな

くなってきた。                   2 利用目的

本報告では、上記の問題点を考慮し、急速な進歩を    短大の養成ヨ1練では標準カリキュラムを参考に、計
遂げてきた情報通信ネットワークに関する幅広い分野   測器を使用しデイジタル信号やアナログ信号を観察し
の技術を修得できるよう、通信ネットワーク教育シス   たリパソコンを使用しモデムやブルータを制御したり
テムを設計する方法とその方法によるシステムの導入   する基礎的内容からデータ通信やプロセスの同期制御
事例について報告する。                 などをおこなう応用的内容まで幅広く利用する。また、

能力開発セミナーでも養成ヨ1練と同様基礎的内容から
‖ システム設計

応用的内容まで幅広く利用する。

1 導入方針                     通信ネットワーク教育システムの具体的な利用目的

通信ネットワーク教育システムは、以下に挙げる特   は以下の通りである。
徴を持つように設計した。                 0)情 報システム系、機械システム系の学生を対象と

0)幅の広い技術分野での利用が可能なシステムであ     した通信ネットワークに関する教育
る。                          情報処理科 :情報通信工学 (情報通信工学、オン

これは、平成 6年 12月 まで リース契約のある光          ラインシステム)、

ファイパー通信システム実習ユニットは、幅広い           情報通信実習(デ ィジタルエ学実習、

技術分野での利用が難しく、本校におけるユニツ           オンラインシステム実習)、

卜の管理者である情報システム系情報技術科 (20           卒業研究、他
名/年)でさえも、限られた要素(光通信基本実習、     情報技術科 :デ ータ通信工学 (情報通信工学、コ

光フアイパー特性実験、関連計測実験)でしか利           ンピュータネットワーク)、

用できていなかったことへの反省である。そのた           データ通信実習 (デ ィジタルエ学実

め次期導入する教育システムは、交換機を介して           習)、

のデジタル通信 (ISDN)、 アナログ通信、光通信           情報通信実習 (情報通信工学実習)、

(FDDI II)、 そして将来のマルチメディア社会          卒業研究、他

にも対応できるIVD LANな ど幅広い分野での     制御技術科 :電子工学実験 (イ ンターフェイス実
技術要素を具備可能なシステム構成とした。これ           習)、 他

により情報システム系(情報技術科、情報処理科、    12)能力開発セミナーや短期実践での通信ネットワー

各科20名 /年)の情報通信関連の実習だけではな     クに関する教育
く、卒業研究をはじめ他系 (機械システム系)の     データ通信技術(オ ンライン情報処理技術者講習)
情報通信関連実習 (イ ンターフェイス、計測制御     4日 、
など)、 能力開発セミナー、短期実践技術研修、そ     マイコン制御応用講座 (機器制御、データ通信)
して事業内援助など、幅広い業務に利用できる構     7日 、
成とした。                        UNIXシ ステムプログラミング講座  3日 、

(2)オ ープンアーキテクチャを重視したシステムであ     MS WindO嗚 プログラミング (マルチタスク)講
る。                         座 3日 、
新社会資本として注目されている高度情報通信シ     計測データシステムネットワーク講座(計測制御)
ステムを構築していく上で必要となる技術のう     2日 、
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LAN利用技術講座 3日
13)事業内援助での通信ネットワークに関する教育

当短大は、福山産業教育振興会と連携して幾つか

のセミナーを開催している。この振興会への希望

セミナーに関するアンケート調査やセミナー参加

者へのアンケート調査の結果から通信ネツトワー

ク技術に関するセ ミナーの開催希望が非常に多

かったので、今後セミナーを開催する予定である。

3 システム構成
通信ネットワーク教育システムのシステム構成を図

1に示す。システムを構成する回線と機器は、同一構

内(実際の設置場所は、情報実験室内の約40m2を 占有)

に設置する。システムの中心には交換機を設置し、そ

or Bridle or Router

Ethernel 0oBASE2)

れに接続する回線として 3種類の回線を用意する。 1
つ目は施設内通信を担 う回線をイメージした内線。 2

つ 目は施設間通信を担 う回線をイメージした専用線

(外線)。 3つ 日は公衆網への接続をイメージした局線

である。このうち内線と外線は、いずれもアナログ伝

送およびデジタル伝送 (複合デジタルネットワーク、

ISDN)に対応できる構成とする。そして、これらの回

線には、それぞれ各種電話、ファックス (Gm、 GⅣ

対応 )、 コンピュータなどの端末機器を接続する。局線

は、第一種電気通信事業者の通信ネットワークのシ

ミュレーションが可能な構成とする。これら 3種類の

回線と回線に接続されている機器を利用することによ

り、データ通信技術、データ交換技術、ネットワーク

保守技術、などに関する実習が可能になる。

――――― は、移餃可能を表す。

一――― は、常餃を表す。

専用線
(アナログ)

(ISpN)

ISDN Network Sittlator

呻ヽヽ
［ヽ口［一口図 l システム構成
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この他、光通信技術、高速データ通信技術に関する

実習を行 うために、光通信技術を利用した構内通信

ネットワーク (FDDI― Ⅱベース)と電子メイルシステ

ムなどでよく利用されるネットワーク (Ethemet)も

設置する。さらに、実際にネットワーク内で生してい

る現象を解析的に把握できるように、プロトコルアナ

ライザやネットワークシミュレータなどの各種データ

測定機器を設置する。これにより、通信プロトコル解

析や通信ソフトウェア開発、そしてシステムの故障診

断など、通信ネットワークシステム技術に関する実習

が可能となる。

これまで述べてきたようなシステム構成とすること

で、情報通信ネットワークに関する幅広い分野の技術

を総合的に体験し、学習できる環境が構築できる。

実際、このような通信技術的要素と計測技術的要素

を含む複雑な構造をもつシステムを構築していくのに

際しては、複合技術によるシステム構築が可能と判断

した 6社 (F社、 I社、S社、N社、A社、M社)を

選定し、それぞれの会社とシステム構成の詳細につい

て検討した。このとき各社に提示したシステム構成機

器に関する最終的な要求仕様を図 2に示す。内容的に

は、最低限でもこれだけの仕様を満たすことを条件と

した。

Ⅲ システム導入

今回導入する通信ネットワーク教育システムの選定

経過を図 3に示す。システム構成の詳細について検討

を行ってきた会社から実際に入札に参加する会社を選

定していくのに際しては、基本的に本校の要求仕様を

満足することのほか、比較検討事項として次の 5項 目

を挙げた。

①通信ネットワークに関する幅広い技術要素の実習

が可能であること。

②技術動向 (標準規格、ニーズなど)を考えた構成

であること。

③拡張性に優れた構成であること。

④保守性に優れた構成であること。

⑤アフターサービス、サポート体制が充分取れるこ

と。

これらの検討事項を基本的に満足するシステム案

を、全て本部への申請に合め申請手続きをした(表 1)。

以上の過程を経た後に本部で入札が行われ、最終的

にF社から提案されたシステムを導入することが決定

した。導入したシステムの構成を図 4に示す。
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図 2 機器要求仕様 図 3 選定経過
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メー カー名

比較検.l事項

総

合

″

価

優

先

順

位

要
求
仕
罐
を
菫
た
し
て
い
る
か

幅
広
い
利
用
目
的
に
対
応
で
き
る
か

技
術
動
向
を
考
え
た
構
成

で
あ
る
か

シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性
は
あ
る
か

保
す
世
は
良
い
か

サ
ポ
ー

ト
体
日
は
良
い
か

F社 O C O O O O ○

S社 〇 O O O O O 〇

]社 () O O O O O ○

N社 0 O ○ ○ O O O

A社 × × × X O O × 見稲価格 仕様共対応が否
M社 × システム対応杏 単品のみ

表 l 機種選定における比較表

IV むすび

本設計による通信ネットワーク教育システムの導入

により、通信ネットワークに関する技術を基礎から応

用まで幅広く効率よく学習することが可能となった。

今後、導入したシステムを養成ヨ1練や能力開発セミ

ナーなどで効果的に利用できるよう、通信分野での教

育訓練メニューやそれを実施するための実用的な教材

を開発していく予定である。

最後に、今回の導入に際して選定作業進行にご協力

下さった情報システム系の講師の方々をはじめ本校職

員の方々と何度もシステムに関して検討して頂いた会

社の方々に感謝します。
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